


































































































































































































































































底本刊行記錄は「乾統二年壬午歲高麗國大興王寺奉／宣雕造」である。続いて、底本を筆寫した書寫者については「寫經院書者臣韓惟翼書」と記録されている。この時期は高麗肅宗七年（一一〇二）であり、現在までに確認された敎藏の刊記の中で最も遅い時期に当て まる。これと同じ時期と形態の刊 を持つ『藥師琉璃光如來本願功德經』が韓國の韓國學中央硏究院に所蔵されて る。　
この『法華玄論』卷三、四の內容を『大正新修大藏經第三





















意』 、 『維摩經義疏』 、 『法華義疏』 、 『金剛般若疏』 、 『二諦義




















その時期は吉藏の生涯において思想的に完城された時期であり、著述としては『淨名玄論』 、 『維摩經略疏』 、 『維摩經遊意』 、 『涅槃經遊
意
14』 、 『仁王般若經疏』 、 『觀無量壽經義疏』 、 『金光明經疏』 、 『十二門論疏』 、 『中觀疏』 、 『百論疏』 、 『法華論疏』 、 『法華經統略』 、 『法華遊意』
などがある。　
このように 出嫁した後、吉藏は地域を移りながら經典を硏究しており、講論だけではなく、様々な經典に対する註釋も行い著述にも




























































































































































































　『法華玄論』は吉藏が會稽嘉祥寺に泊まった時に書いたものであり、弘經方法、大意、釋名立宗、決疑の體系で構成されている。特にここでは、法華経に対して解釋を行う際念頭におかなければならない中心になる思想や概念と重要な文章について解釈を行った。この分析システム 法華義疏にもつながっている。法華経を分科した後、それに従って、經文を解釈したり、提起された問題 說明したりした。　次の段階で撰述された『法華遊意』は、 『法華玄論』十巻と『法華義疏』十二巻で述べた詳細な内容を簡略して体系的に整理したもので
ある。このような研究とまとめを通じて導出された情報である「妙法蓮華經」という經題に対する説明と、主要語句と文章に対する吉藏自身の見解と解釈を合わせて完成したのが『法華統略』である。　



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上で述べたの翻訳は、 『法華遊意』 吉藏が言及した異譯本であり、この外に現在まで伝われている翻譯本の中 吉藏の以後 翻訳され



























































































































































だし本硏究の對象本の場合、內容においては散逸がな 版本 、時間が過ぎっ 卷末の張次順序の一部が混ざってしまった。　
すなわち、この册は、上の寶壽院寫本とともに大正藏の比較 として使用されており、版本は建長四年（一二五二）に聖宇 刊行した


































































































































































































一方、この册の構成と體制面では、 「開題序」の後ろに法華經 「玄」につい 十門に分け說明している。まず、 「開題序」では法華經
の中心思想を說明し、その後は大意門、旨歸門、釋名題門、辨敎義門、玄密門、三一門、功用門、弘經門、部黨門 緣起門に分けて問答體の形式で説明している。こ 中の場合 版本によって大意 →來意門 旨歸門→宗旨門の項目名に変わったものが多く、前者は法華經の根本 趣旨、 、敎說を言うものであり 後者は修行と果報という観点から因果論を說明したものであり、內容上には差異がない。
〈參考文獻〉菅野博史『南北朝
・隋代の中国仏教思想硏究』東京：大藏出版
　
二〇一二
菅野博史『法華とは何か
；法華遊意を讀む』東京：春秋社
　
一九九四
菅野博史『中國法華思想の硏究』東京：春秋社
　
一九九四
金斗鍾『韓國古印刷技術史』서울：探求堂
　
一九七四
金玄海『法華經要品講義』서울：民族社
　
一九九六
朴商洙
  譯『三論玄義』서울：소명出版
　
二〇〇九
松森秀幸『唐代天台法華思想の硏究
；荊渓湛然における天台法華経疏の注釈をめぐる諸問題』京都：法藏館
　
二〇一六
義天『大覺國師文集』 （木板本）李永子『法華
・天台思想硏究』서울：東國大學校
  出版部
　
二〇〇二
車次錫
・남륜스님
  共同편譯『譯註
  法華遊意』서울：우리出版社
　
二〇一七
蔡運辰
  編著『二十五種藏經目錄對照考釋』臺北：新文豐出版公司
　
一九八三
―31―
坂本幸男
  編『法華經の中國的展開：法華經硏究』東京：平樂社書店
　
一九七二
平井俊榮『中國般若思想史硏究
；吉藏と三論學派』東京：春秋社
　
一九七六
平井俊榮『法華玄論の註釋的硏究』東京：春秋社
　
一九八七
河村孝照
  編『新纂大日本續藏經』
；№五八〇『法華遊意』卷上
・下
　
東京：國書刊行會
　
一九七六
丸山孝雄『法華敎學硏究序說
；吉藏における受容と展開』東京：平樂寺書店
　
一九七八
＊（其他個別論文は脚注に代身する）
―32―
